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１． 序論 

建設副産物の再生利用が促進される中で、建設汚泥はなかなか再資

源化が進んでいない。汚泥再生材の多くは埋戻し材であり需要が伸び

悩んでいる 1)。そこで、建設汚泥を用いた路盤材などに多用できれば、

天然資材の消費量削減を見込んだ再生材として有効利用出来ると考

えられる。 

実験に使用した材料は、再生粒度調整材(RM-30)である。コンクリー

ト廃材(RC-30）と汚泥再生材(RM 材)の混合材であり、汚泥再生材には

固化材として自硬性のある石炭灰を添加している。石炭灰の効果で、

天然砕石と異なり製造後も緩やかに固化することが予測されていたが、

明確なデータは得られていない。 

今回の実験は再生粒度調整材の養生時間ごとの修正 CBR 値を測定し

て地盤支持力の増強を数値化し、天然砕石と比較することで再生路

盤材の優位性を見出すことを目的とした。 

２． 材料及び試験方法 

JIS A 1211 修正 CBR 試験により、再生粒度調整材の地盤支持力

増強を養生期間別に確認した。 

（１） 使用材料 

再生粒度調整材 RM-30 を使用した。その構成材料を表 1 に、石

炭灰(PFBC 灰)の品質を表 2 に示す。石炭灰(PFBC 灰)はフライア

ッシュより CaO 量が多く、自硬性を有する 3)。 

製造方法は図 1 に示す。汚泥、石炭灰、コンクリート廃材の配

合は表 3 に示す。 

（２） 材料性状 

1) 混合前 (RC-30、RM 材) 

材料試験結果は単位容積重量及び含水比を表 4 にふるい分け

試験結果を図 2に示す。 

2) 混合後(RM-30)  

自然含水比、通過質量百分率は表 4 及び図 2 に示すとおり、

中間値になる。単位容積重量は RC-30 と同程度を示す。 

以上のことから、RC-30 と RM 材を混合すると材料の比重は

RC-30 よりも軽くなるが、RC-30 の間隙を充填することで、単位

容積重量は同程度になったと考えられる。 

（３） 試験方法 

 JIS A 1211:CBR 試験方法(修正 CBR)に準じて実施。 

1) 供試体作成の突固め方法は E-b 法とした。 

表１ RM-30 構成材料 

構成材料 原料 

下層路盤材 RC-30 コンクリート廃材 

汚泥再生材 RM 材 建設汚泥土 

石炭灰 

コンクリート廃材 

コンクリート廃材 汚泥、石炭灰 

破砕、選別 

RC-30 RM 材 

混練、7 日養生 

図１ 製造工程 

混合 

RM-30 

破砕、選別 

コンクリート廃材 

表 3 RC-30、RM 材の配合 

RC-30

重量(㎏) 2850 475 1120 280

容積(m
3
) 1.8 0.3 0.7 0.4

各原料 6 1

合計 6

製造品目 RM材

原料名
コンクリート

廃材

コンクリート

廃材
汚泥

石炭灰

(PFBC灰)

3

4

配

合

比

配

合

量

注：汚泥、石炭灰の単位容積重量、汚泥含水比は 

以下のとおり。 

  汚泥 1600 ㎏/m3  石炭灰 770 ㎏/m3 

  汚泥含水比 37.94% 

表 2 石炭灰(PFBC 灰)品質 2) 

測定項目 中央値 測定項目 中央値

強熱減量 3.96% フロー値比 82.93%

比重 2.60ｇ/cm
3 SiO2 44.34%

比表面積 4380cm
2
/ｇ CaO 26.57%



2) 養生条件は①4 日養生(4 日水浸)、②16 日養生(4 日水浸、

12 日湿潤養生)、③28 日養生(4 日水浸、24日湿潤養生)。 

3) 湿潤養生方法は 4 日水浸(吸水膨張試験)後、軸付有孔板を除

去した供試体をビニール袋で密封し、蓋付の容器に水を底か

ら 1 ㎝程度まで入れた中で室内養生した。 

３． 結果と考察 

最適含水比、最大乾燥密度にて供試体を作成。突固め回数は

CBR 試験に従って 92 回、42 回、17 回とした。それぞれの条件

で養生を行った後に CBR 貫入試験を実施した。 

得られた結果から図3のとおり、最大乾燥密度の95%を修正CBR

値として示した。 

試験結果を表 5 に示す。養生日数が経過するごとに 92 回、42

回、17 回の各 CBR 値が増加した。 

95%修正 CBR 値は、4日養生の値が 123%で上層路盤材と

しての品質規格値 80%以上(粒度調整砕石) 4)を示し、16

日目で 151%(23%増)、28 日目で 175%(42%増)を示した。 

図 4 の曲線が 28 日間に上昇傾向を示す事から、修正 CBR

値は養生日数にほぼ比例して増加した。この理由としては、

使用原料のうちコンクリート廃材及び建設汚泥土に自硬性

は見られないものの、石炭灰に含有するカルシウム分が、

RM-30 製造後においても自硬性を保持し、CBR 値の増加に

つながったと考えられる 5)。 

４． 結論 

 建設汚泥土を用いた再生粒度調整材の修正 CBR 試験から、

養生日数に比例した地盤支持力の増加が見られた。 

 天然砕石による上層路盤材は締固めによる地盤支持力を維

持するが、建設汚泥土を用いた再生粒度調整材は締固めた後

も支持力が増加すると言う結果を得た。 

 上記の結果より建設汚泥土を用いた再生粒度調整材のほう

が、天然砕石による上層路盤材よりも強度発現性が高いこと

が言える。 
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表 4 単位容積重量及び含水比 

製 品

RM-30 RC-30 RM材

締固有 1.595 1.583 1.400

締固無 1.446 1.495 1.264

14.83 10.61 23.12自 然 含 水 比 wn%

試 験 項 目

単位重量

　　（g/cm
3
）

原 料

図 4 養生日数による修正 CBR 値の変化 
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表 5 養生日数による各 CBR 値の変化 

4 日 1 6 日 2 8 日

1 2 3 1 5 1 1 7 5

1 7 回 6 5 7 5 8 9

4 2 回 1 3 5 1 6 4 1 8 6

9 2 回 1 4 5 2 7 2 2 4 2

9 5 % 修 正 Ｃ Ｂ Ｒ

　 　 　 　 　 　 （ ％ ）
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図 3 修正 CBR 試験結果 
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